
4月
がつ

、1年生
ねんせい

の道徳
どうとく

の授業
じゅぎょう

を参観
さんかん

しました。教室
きょうしつ

前方
ぜんぽう

にいたある生徒
せ い と

が手
て

を挙
あ

げ、担任
たんにん

の先
せん

生
せい

から指名
し め い

されました。私
わたし

（校長
こうちょう

）はそのとき、担任の先生に、どんな考
かんが

えを発表
はっぴょう

するのかなと

思
おも

いました。すると、その生徒は、教壇
きょうだん

にいる担任の先生ではなく、後
うし

ろを向
む

いて、クラスメイト

に自分
じ ぶ ん

の考えを伝
つた

えました。クラスメイトはうなずきながら発表を聴
き

き、発表が終
お

わると自然
し ぜ ん

に拍
はく

手
しゅ

をしました。そして、「私も発言
はつげん

していいですか？」と次々
つぎつぎ

に手が挙がりました。みんな、ニコニ

コ、生
い

き生
い

きしていました。私は、その様子
よ う す

を見
み

て、「これが七城中がめざす生徒の姿
すがた

、生徒主
しゅ

体
たい

の授業だ！」と思いました。          グループで意見
い け ん

交換
こうかん

（音楽）⇒ 

私は、七城中の先生たちに、このことをすぐ伝えました。 

先生たちは、「受言・発言の工夫は、中学校でも絶対
ぜったい

大事
だ い じ

です。 

人権
じんけん

尊重
そんちょう

と学力
がくりょく

向上
こうじょう

、両方
りょうほう

につながることだから。」と共通
きょうつう

理解
り か い

 

し、話
はな

し合
あ

って共通実践
じっせん

していくことを決
き

めました。 

生徒と先生が協働
きょうどう

し、「はっきりした声
こえ

で、相手
あ い て

を見ながら発言する」、「返
かえ

しの言葉
こ と ば

を述
の

べ

る」、「発言者
しゃ

に体
からだ

を向けて聴く」、「分
わ

からないときは質問
しつもん

する」など、これまで身に付けてきた

受言・発言の仕方
し か た

をブラッシュアップしながら、「発言してよかった」「〇〇さんの考えが分かって

よかった」といつも思
おも

える七城中にしていきましょう。 受言・発言王
おう

に、私たちはなる！                           

「自他
じ た

を尊重
そんちょう

し、主体的
しゅたいてき

に学
まな

び続
つづ

ける力
ちから

」を身
み

に付
つ

け

るために、小学校のよさを継続
けいぞく

、ブラッシュアップし、

「受
じゅ

言
げん

・発言
はつげん

の工夫
く ふ う

」に取
と

り組
く

んでいます。 

今年
ことし

もやります、七城中の伝統
でんとう

行事
ぎょうじ

「米作
こめづく

り」！ 

１年生が種
たね

まきをしました。（5月 31日） 

オアシス学級
がっきゅう

で野菜
や さ い

の苗
なえ

植
う

え。環境
かんきょう

委
い

員会
いんかい

主催
しゅさい

、草
くさ

むしりリレー開催中
かいさいちゅう

！ 

１年生が、ヒノヒカリとクレナイの種
たね

まきをしまし

た。勤労
きんろう

生産
せいさん

指導員
し ど う い ん

さんやＰＴＡ会長
かいちょう

さんの分かり

やすい指導
し ど う

を受
う

けながら、丁
てい

寧
ねい

に３・４粒
つぶ

ずつ種を

まきました。「成長
せいちょう

が楽
たの

しみです！」と笑顔
え が お

で感想
かんそう

を述
の

べました。 

オアシス学級の生徒たちがキュウリの

苗植えをしました。また、中庭
なかにわ

にビオトー

プを復活
ふっかつ

させるため、現在
げんざい

、環境
かんきょう

委員会
いいんかい

主催
しゅさい

で、草
く さ

むしりリレーが開催中
かいさいちゅう

です。 
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